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点数アップ・   高得点獲得おめでとう! !

がんばりは「成果」になって現れる! ! キミも続け   点数アップ！

Congrat
ulations

!

2018年も点数アップ・高得点獲得 　　 の知らせが続々と報告されています！年間掲載数4,501件

ホームページにも
多数掲載中!! ☞

今すぐ
チェック！

携帯からでも

検索フリーステップ

（2017年5月17日～2018年5月2日広告掲載数）（2017年5月17日～2018年5月2日広告掲載数）

大幅点数UP 高得点獲得
関西 関東
16点
UP!

科教】生年 1  校学中台手山立市塚宝 【 :  数学 

  凌 山片 さん 
室教 前駅山中 

 年 1 
２学期期末

 年 1 
２学期中間

33点
UP!

科教】生年 1  校高里千 【 :  数学Ⅰ 

  次裕 瀬野 さん 
室教 生粟 

 年 1 
後期中間

 年 1 
前期期末

33点
UP!

科教】生年 3  校学中野武阿立市槻高 【 :  数学 

  風 西小 さん 
室教 田富津摂 

 年 3 
後期中間

 年 3 
前期期末

31点
UP!

科教】生年 2  校学中丘ヶ美登立市良奈 【 :  数学 

  大航 村山 さん 
室教 前園学 

 年 2 
２学期期末

 年 2 
２学期中間

35点
UP!

科教】生年 2  校学中破瓜立市阪大 【 :  英語 

  志大 川多喜 さん 
室教 破瓜連喜 

 年 2 
２学期期末

 年 2 
２学期中間

37点
UP!

科教】生年 2  校学中山勝立市阪大 【 :  数学 

  平晃 辺渡 さん 
室教 前駅谷桃 

 年 2 
２学期期末

 年 2 
２学期中間

34点
UP!

科教】生年 2  校学中生土立市田和岸 【 :  数学 

  乃愛 井福 さん 
室教 部本田和岸東 

 年 2 
２学期期末

 年 2 
２学期中間

 年 3 
２学期中間

 年 3 
２学期期末

24点
UP!

科教】生年 3  校学中原田立市畷條四 【 :  数学 

鈴木 翔太郎 さん 
66

90

点

点

室教 畷条四 

35点
UP!

科教】生年 3  校学中東山男立市幡八 【 :  数学 

  花蓮 村市 さん 
室教 手山井松 

 年 3 
後期中間

 年 3 
前期期末

23点
UP!

科教】生年 3  校学中津草立市津草 【 :  英語 

  香遥 振千 さん 
室教 口東津草 

 年 3 
２学期期末

 年 3 
２学期中間

20点
UP!

科教】生年 1  校高堂階二属附学大育体子女本日 【 :  数学Ａ 

  花利恵 藤海 さん 
室教 台見士富 

 年 1 
後期中間

 年 1 
前期期末

30点
UP!

科教】生年 2  校学中 【 :  数学 

  登陽 田太 さん 
室教 台わきと 

 年 2 
２学期期末

 年 2 
２学期中間

26点
UP!

科教】生年 3  校学中川桜立区橋板 【 :  数学 

  香夕風 村中 さん 
室教 馬練武東 

 年 3 
２学期期末

 年 3 
２学期中間

17点
UP!

科教】生年 2  校学中馬練立区馬練 【 :  数学 

  斗蒼 舘戸 さん 
室教 丘が光 

 年 2 
２学期期末

 年 2 
２学期中間

28点
UP!

科教】生年 2  校学中二第合落立区宿新 【 :  英語 

  弥友 城髙 さん 
室教 合落西 

 年 2 
２学期期末

 年 2 
２学期中間

38点
UP!

科教】生年 3  校学中嵐青立市京東西 【 :  国語 

  央珠 田塩 さん 
室教 丘ヶりばひ 

 年 3 
２学期期末

 年 3 
２学期中間

 年 3 
２学期中間

 年 3 
２学期期末

17点
UP!

科教】生年 3  校学中一第平小立市平小 【 :  数学 

渡部 純 さん 
72

89

点

点

室教 平小新 

26点
UP!

科教】生年 3  校学中 【 :  理科 

  汰健 田吉 さん 
室教 米留久東 

 年 3 
２学期期末

 年 3 
２学期中間

34点
UP!

科教】生年 2  校学中 【 :  英語 

  優真 辺渡 さん 
室教 中府 

 年 2 
後期中間

 年 2 
前期期末

 年 2 
２学期中間

 年 2 
２学期期末

26点
UP!

科教】生年 2  校学中西葛西立区川戸江 【 :  数学 

大坂 こころ さん 
51

77

点

点

室教 西葛西 

関西 関東

  年   1
２学期中間

  年   1
２学期期末

科教】生年   1    校学中住魚立市石明 【    学数  :

   美南 内池 さん

91点

室教   保久大石明 

  

100点

科教】生年 3  校学中 【 :  英語 

  青恵 田富 さん 
室教 荘之庫武 

 3 年
２学期期末

 年 3 
２学期中間

93点

科教】生年 3  校学中七十第立市中豊 【 :  国語 

  潤 井殿 さん 
 室教 丘旭

   3 年
２学期期末

 年 3 
２学期中間

87点

92点

 年 2 
２学期中間

 年 2 
２学期期末

科教】生年 2  校学中子孫我東立市阪大 【 :  数学 

   水惺 上井 さん
室教 こびあ 

100点

科教】生年 2  校高港 【 :  英語表現Ⅱ 

  凜真 本山 さん 
 室教 ンウタトーポ港南

   2 年
２学期期末

 年 2 
２学期中間

82点

90点

科教】生年 3  校学中西原美立市堺 【 :  英語 

  希夏 部南 さん 
 室教 芝初

   3 年
２学期期末

 年 3 
２学期中間

81点

93点

科教】生年 2  校学中 【 :  数学 

  々寧 田西 さん 
室教 前駅原松 

 2 年
２学期期末

 年 2 
２学期中間

91点

科教】生年 1  校学中七第立市真門 【 :  英語 

  郎太貫 戸槇 さん 
 室教 南真門

   1 年
２学期期末

 年 1 
２学期中間

78点

90点

 年 1 
前期期末

 年 1 
後期中間

科教】生年 1  校学中属附校学等高京西立市都京 【 :  数学Ｓ 

   蒼 川谷長 さん
室教 院西 

100点

科教】生年 3  校学中条八立市都京 【 :  理科 

  希瑞 西中 さん 
 室教 南洛

   3 年
２学期期末

 年 3 
２学期中間

85点

91点

科教】生年 3  校学中四第城稲立市城稲 【 :  英語 

  奈唯 田吉 さん 
室教 口野矢 

 3 年
２学期期末

 年 3 
２学期中間

91点

科教】生年 2  校学中野中北立区野中 【 :  数学 

  凜 藤伊 さん 
室教 台見士富 

 2 年
後期中間

 年 2 
前期期末

94点

 年 3 
前期期末

 年 3 
後期中間

科教】生年 3  校学中桜明立区北 【 :  英語 

   香遥 薗内 さん
室教 子王 

100点

科教】生年 3  校学中 【 :  数学 

  香綾 島松 さん 
 室教 塚赤下

   3 年
２学期期末

 年 3 
２学期中間

92点

96点

科教】生年 1  校学中袋池立区島豊 【 :  数学 

  斗涼 井熊 さん 
 室教 橋板

   1 年
２学期期末

 年 1 
２学期中間

83点

91点

科教】生年 1  校学中 【 :  国語 

  活 本山 さん 
 室教 谷保

   1 年
２学期期末

 年 1 
２学期中間

86点

93点

科教】生年 3  校学中 【 :  英語 

  里映 田岡 さん 
室教 馬練 

 3 年
２学期期末

 年 3 
２学期中間

93点

科教】生年 2  校学中東立市米留久東 【 :  英語 

  奈佳 原老海 さん 
 室教 米留久東

   2 年
２学期期末

 年 2 
２学期中間

86点

95点

科教】生年 2  校高二第学大本日 【 :  英語表現Ⅱ 

  介康 好藤 さん 
室教 荻井 

 2 年
２学期期末

 年 2 
２学期中間

91点

科教】生年 3  校学中四第立区川荒 【 :  英語 

  望月 木鈴 さん 
室教 屋町 

 3 年
２学期期末

 年 3 
２学期中間

97点
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い
よ
い
よ
平
成
最
後
の
新
年
度
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。「
平
成
」の
30
年
を
ま
と
め
た
テ

レ
ビ
番
組
も
よ
く
見
ま
す
が
、学
習
指
導
要
領
に

関
し
て
も
こ
の
30
年
間
と
い
う
の
は一つ
の
特
徴

的
な
時
代
で
し
た
。（
表
１
）大
量
生
産
、大
量
消

費
の
高
度
成
長
期
と
呼
応
す
る
よ
う
に
昭
和
40

年
代
は「
新
幹
線
授
業
」と
い
わ
れ
た
詰
め
込
み

型
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
反
省

（
落
ち
こ
ぼ
れ
問
題
、非
行
問
題
な
ど
）か
ら
学
習

内
容
の
削
減
が
行
わ
れ
、授
業
時
数
も
減
少
し
て

い
き
ま
し
た
。平
成
4
年
か
ら
は
月
1
回
土
曜
日

が
休
み
に
な
り
、そ
れ
が
平
成
7
年
か
ら
は
月
2

回
、そ
し
て
平
成
14
年
に
は
公
立
の
学
校
で
は
週

5
日
の
授
業
し
か
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。し

か
し
、大
学
生
の
学
力
崩
壊
や
O
E
C
D
に
よ
る

学
習
到
達
度
調
査
の
順
位
の
凋
落（
2
0
0
3

年
、2
0
0
6
年
）（
グ
ラ
フ
１
）が
社
会
問
題
と

な
り
、経
済
界
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て「
ゆ
と
り
教

育
」と
決
別
し
、平
成
20
年
頃
か
ら
授
業
時
数
の

増
加
、外
国
語
活
動
の
導
入
と
学
習
量
増
加
へ
と

舵
を
切
り
ま
し
た
。そ
の
仕
上
げ
が
今
回
の
指
導

要
領
の
改
訂
と
い
う
わ
け
で
、小
欄
で
も
以
前
ご

紹
介
し
た
よ
う
に
教
科
の
再
編
も
含
め
た
大
き

な
改
訂
が
行
わ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
ま
ず
、日
本
の
小
学
校
教
育
で
初
め
て
英
語
が

教
科
化
さ
れ
ま
す
。教
科
化
と
い
う
の
は
検
定
教

科
書
を
使
い
、通
知
表
に
成
績
が
記
録
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、大
き
な
変
更
点
は
そ
こ
で
は

な
く
、従
来
は
中
学
校
か
ら
行
わ
れ
て
い
た「
読

む
」「
書
く
」指
導
や
文
法
内
容
の
指
導
も
行
わ

れ
る
と
い
う
点
で
す
。（
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
教

科
書
に
は
be
動
詞
の
過
去
形
や
副
詞
を
伴
っ
た

他
動
詞
な
ど
中
2
レ
ベ
ル
の
内
容
も
登
場
し
て
い

ま
す
。）現
時
点
で
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る「
外
国

語
活
動
」と
は
根
本
的
に
レ
ベ
ル
が
異
な
り
ま
す
。

（
表
2
）

　
昨
年
度
ま
で
の
指
導
要
領
で
は
英
語
に
つ
い
て

「
外
国
語
活
動
」が
週
1
回
、つ
ま
り
2
年
間
で

70
単
位（
小
学
校
で
は
45
分
間
を
1
単
位
と
し

て
計
算
し
ま
す
。）で
す
が
、2
0
1
8
年
度
、

2
0
1
9
年
度
の
移
行
措
置
で
は
教
科
化
さ
れ

た
英
語
も
加
え
て
4
年
間
で
1
3
0
単
位
、

2
0
2
0
年
度
以
降
は
2
1
0
単
位
と
な
り
ま

す
。現
在
中
学
校
の
英
語
は
年
間
で
1
4
0
単

位（
こ
ち
ら
は
50
分
が
1
単
位
）で
す
か
ら
、小
学

校
の
2
1
0
単
位
と
い
う
の
は
中
学
校
の
単
位

数
に
換
算
す
る
と
1
8
9
単
位
、つ
ま
り
中
1
と

中
2
の
1
学
期
く
ら
い
の
授
業
が
小
学
校
の
う

ち
に
終
わ
っ
て
い
る
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、2
0
2
0
年
以
降
の
小
3（
2
0
1
9

年
度
の
新
小
2
）か
ら
は
小
学
校
の
間
に
英
語
で

の
学
力
差
が
つ
い
た
状
態
で
中
学
校
に
入
学
す

る
と
い
う
学
年
に
な
り
ま
す
。そ
の
学
年
か
ら
は

中
学
校
英
語
教
科
書
の
大
規
模
改
定
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、高
校
入
試
の
レ
ベ
ル
も
大
き
く
難

化
し
ま
す
し
、既
に
大
阪
府
の
公
立
高
校
で
実
施

さ
れ
て
い
る
英
語
の
民
間
資
格（
検
定
）の
み
な

し
得
点
の
よ
う
な
制
度
も
私
立
高
校
を
含
め
て

全
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
各
学
年
に
対
す
る
注
意
で
す
。（
表
3
）

　
ま
ず
、大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
次
回
が
最

後
と
な
り
、2
0
2
1
年
1
月
か
ら「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
」に
代
わ
り
ま
す
の
で
、現
高
1
が

新
制
度
最
初
の
学
年
で
す
。ま
た
高
校
の
学
習

指
導
要
領
が
完
全
実
施
さ
れ
る
の
は
2
0
2
2

年
高
校
入
学
生
か
ら
、つ
ま
り
現
小
6（
次
の
4

月
に
中
学
校
入
学
）の
学
年
か
ら
で
、こ
の
学
年

か
ら
新
た
な
科
目
で
の
大
学
入
試
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。科
目
数
が
増
加
す
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。ま
た
先
に
述
べ
た
よ
う
に
英
語
に

関
し
て
は
現
小
1
が
小
学
校
で
2
1
0
単
位
を

学
習
し
て
か
ら
中
学
に
入
学
す
る
最
初
の
学
年

に
な
り
ま
す
の
で
高
校
入
試
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
つ
ま
り
は
こ
の
3
つ
の
学
年
に
つ
い
て
は「
過
去

問
が
存
在
し
な
い
学
年
」と
も
い
え
ま
す
の
で
、

入
試
前
の
準
備
も
難
し
く
な
り
ま
す
が
、同
じ
学

年
な
ら
皆
条
件
は
同
じ
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

内
容
を
確
実
に
習
得
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
心

掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。む
し
ろ
、そ
れ
よ
り

一つ
上
の
学
年
は
、特
に
大
学
入
試
で
は「
浪
人
で

き
な
い
」（
実
際
に
は
移
行
措
置
に
よ
る
選
択
問

題
の
設
定
な
ど
で
可
能
で
あ
る
が
、不
利
に
な
る

可
能
性
が
高
い
）と
の
判
断
か
ら
弱
気
な
出
願
に

逃
げ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。従
っ

て
、そ
の一つ
上
の
学
年
こ
そ
早
め
の
受
験
準
備
を

心
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。む
し
ろ
心
配
な

の
は
大
学
卒
業
後
の
就
職
に
つ
い
て
で
す
。現
小

2
が
大
学
を
卒
業
す
る
2
0
3
2
年
の
景
気
状

況
に
も
よ
り
ま
す
が
、企
業
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、次
の
学
年
の
方
が
高
い
英
語
力
が
あ
る
と
判

断
し
採
用
を
抑
制
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
そ
れ
を
跳
ね
返
す
よ
う
な
英
語
力
を
証

明
す
る
も
の（
英
語
の
民
間
資
格
な
ど
）も
手
に

入
れ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、現
役

合
格
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
安
易
に
受
験
大
学
の
レ

ベ
ル
を
下
げ
な
い
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
入
試
制
度
の
変
わ
り
目
に
は
、特
に
受
験
生
は

不
安
が
増
大
す
る
も
の
で
す
が
、常
に
正
し
い
最

新
の
情
報
を
元
に
判
断
し
、早
め
の
準
備
を
行
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

入試情報室より

入試情報室　藤山  正彦

学習指導要領の改訂と、小学校英語の教科化、
高校入試・大学入試への影響について

PISA国際学力テストにおける日本の成績の推移
（グラフ1）

小学校英語　指導単位数変遷
（表2）

学習指導要領の変遷
（表1）

学習指導要領改訂と大学入試制度の改革スケジュール
（表3）
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新
小
学
６
年
生
を
対
象
に
、前
回（
第
１

２
５
号
）は
国
語
の
受
験
勉
強
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。今
回
は
社
会

に
つ
い
て
受
験
勉
強
の
学
習
ポ
イ
ン
ト
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。社
会
の
勉
強

も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
か
？
昨
年
フ
リ
ス

テ
W
a
l
k
e
r（
第
１
２
２
号
）に
て

『
中
学
入
試
社
会
の
要
点
と
ト
レ
ン
ド
』と

題
し
て
書
い
た
コ
ラ
ム
の
な
か
で
も
述
べ
ま

し
た
が
、中
学
入
試
科
目
の
勉
強
に
お
い
て

算
数
や
国
語
が
メ
イ
ン
に
な
り
が
ち
で
、ど

う
し
て
も
社
会
の
勉
強（
特
に
復
習
）が
後

手
に
ま
わ
っ
て
い
る
受
験
生
も
少
な
く
な
い

と
思
い
ま
す
。し
か
し
、社
会
と
い
う
科
目

は
他
科
目
よ
り
も
知
識
理
解
を
問
う
要
素

が
大
き
く
、ま
た
地
理
、歴
史
、政
治・国
際

関
係・環
境
問
題
な
ど
、学
習
範
囲
が
と
て

も
広
く
、着
実
な
学
習
が
必
要
な
科
目
で

す
。今
回
は
春
休
み・春
期
講
習
を
間
近
に

控
え
、春
休
み・春
期
講
習
の
社
会
学
習
の

あ
り
方
を
中
心
に
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。関
西
の
生
徒
の
皆
さ
ん
も
社
会
必

須
の
学
校
が
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、入
試

科
目
と
し
て
使
お
う
と
考
え
て
い
る
方
は

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
理
分
野
は
中
学
受
験
社
会
に
お
い
て

最
初
に
学
習
を
す
る
分
野
で
す
。中
学
受

験
の
勉
強
を
開
始
し
て
間
も
な
い
場
合
は

別
で
す
が
、今
か
ら
１
年
以
上
前
か
ら
中
学

受
験
の
勉
強
を
進
め
て
い
る
生
徒
に
と
っ
て

は
歴
史
分
野
や
公
民
分
野
な
ど
の
学
習
も

あ
り
、過
去
に
学
習
を
し
た
地
理
分
野
の

記
憶
が
薄
れ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。小
学
６
年
生
の
場
合
、模
試
や
中
学
校

主
催
の
プ
レ
テ
ス
ト
に
お
い
て
、地
理
分
野

で
得
点
が
で
き
て
い
な
い
受
験
生
を
少
な
か

ら
ず
見
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
傾
向

に
あ
る
受
験
生
や
保
護
者
の
方
に
、面
談
の

際
に
社
会
の
学
習
状
況
に
つ
い
て
た
ず
ね
る

と
、「
習
っ
た
覚
え
は
あ
る
け
ど
忘
れ
て
し

ま
っ
た
」と
い
う
趣
旨
の
お
話
を
よ
く
聞
き

ま
す
。他
方
、「
復
習
を
し
た
い
け
ど
範
囲

が
広
す
ぎ
て
、ど
こ
か
ら
復
習
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
」と
い
う
声
も
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

他
の
社
会
の
学
習
分
野
よ
り
も
、地
理

分
野
の
学
習
範
囲
は
広
範
囲
に
及
び
ま

す
。都
道
府
県
や
県
庁
所
在
地
の
市
、山
や

河
川
、平
野
な
ど
の
名
称
や
位
置
、農
業
・

漁
業・工
業
な
ど
各
種
産
業
、交
通・通
信・

エ
ネ
ル
ギ
ー
、環
境
問
題
等
々
。自
習
で
は

効
率
的
な
地
理
学
習
は
難
し
い
の
が
現
実

で
す
。通
常
授
業
で
既
に
社
会
を
受
講
し
て

い
る
受
験
生
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、通
常
授

業
で
は
社
会
を
受
講
し
て
い
な
い
受
験
生

も
、来
る
春
期
講
習
で
は
社
会
も
受
講
し
、

地
理
分
野
の
効
率
的
な
学
習
を
進
め
る
こ

と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。具
体
的
に
は
、

学
力
診
断
テ
ス
ト
や
直
近
で
受
験
を
さ
れ

た
模
試
の
結
果
か
ら
、得
点
の
低
か
っ
た
地

理
単
元
の
学
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、そ
の
単

元
か
ら
リ
ン
ク
で
き
る
事
項
の
学
習
へ
と
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

資
料
１
に
示
し
た
の
は
昨
年
度（
２
０
１

８
年
度
）の
早
稲
田
実
業
学
校
中
等
部
の

社
会
入
試
問
題
か
ら
の
抜
粋
で
す
。問
２
は

坂
東
太
郎（
利
根
川
）、筑
紫
次
郎（
筑
後

川
）、四
国
三
郎（
吉
野
川
）に
ま
つ
わ
る
地

形
の
設
問
、問
３
は
魚
の「
ア
ジ
」を
選
ば

せ
る
設
問
で
す
。問
２
か
ら
派
生
を
し
て
、

河
川
の
み
な
ら
ず
平
野
や
盆
地
、半
島
な
ど

の
存
在
す
る
都
道
府
県
の
場
所
の
確
認
や

海
岸
線
、都
道
府
県
の
境
界
線
の
理
解
の

た
め
の
学
習
が
導
き
出
せ
ま
す
。他
方
、問

３
か
ら
は
、魚
の
名
前
や
外
見
も
あ
り
ま
す

が
、魚
ご
と
の
漁
法（
定
置
網
漁
、底
引
き

網
漁
な
ど
）や
漁
業（
沿
岸
漁
業
、遠
洋
漁

業
な
ど
）の
区
別
、日
本
国
内
の
著
名
な
漁

港
の
名
前・場
所・特
徴（
ど
の
漁
業
の
基
地

か
）、他
の
食
品
産
業
な
ど
の
学
習
が
導
き

出
せ
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、入
試
問
題
や
模

試
の
設
問
か
ら
、春
期
講
習
の
社
会
授
業

の
ス
タ
ー
ト
テ
ー
マ
を
決
め
る
こ
と
も
が
で

き
ま
す
。

　

歴
史
分
野
は
、歴
史
に
興
味
が
あ
る
受

験
生
と
そ
う
で
な
い
受
験
生
と
で
、学
習
の

進
度
や
深
さ
に
大
き
く
差
が
あ
ら
わ
れ
や

す
い
分
野
で
す
。当
然
な
が
ら
、歴
史
に
興

味
の
あ
る
受
験
生
の
ほ
う
が
歴
史
分
野
の

問
題
で
高
得
点
を
と
り
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、特
に
興
味
の
あ
る
時
代
の
場
合

は
受
験
に
出
題
さ
れ
に
く
い
細
か
い
事
項

く
な
り
ま
す
。各
時
代
に
つ
い
て
視
覚
的
に

イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
て
い
る
と
、細
か
い
事

項
の
理
解
や
記
憶
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
や
す

く
な
り
ま
す
。ま
た
、算
数
や
国
語
な
ど
の

他
科
目
の
学
習
か
ら
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
し

て
も
、学
習
マ
ン
ガ
や
図
録
は
読
み
や
す
い

と
思
い
ま
す
。

　

憲
法
、政
治
、経
済
、国
際
情
勢
な
ど
に

関
わ
る
公
民
分
野
に
つ
い
て
は
、ま
だ
学
習

を
し
て
い
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。地
理
分
野
と
歴
史
分
野
に
比
べ

て
学
習
の
ス
タ
ー
ト
時
期
は
遅
く
な
り
が

ち
に
な
る
公
民
分
野
で
す
が
、ほ
と
ん
ど
の

中
学
校
の
社
会
入
試
問
題
に
は
必
ず
出
題

さ
れ
ま
す
。

　

地
理
分
野
と
歴
史
分
野
と
比
べ
た
と
こ

ろ
、公
民
分
野
の
特
徴
と
し
て
、時
事
性
が

強
い
こ
と
、２
０
１
９
年
を
含
め
た
最
近
の

事
象
が
問
わ
れ
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。２
０
１
９
年
に
予
定
が
決
ま
っ
て
い

る
政
治
や
経
済
の
事
象
に
つ
い
て
、あ
ら
か

じ
め
知
っ
て
お
く
こ
と
や
実
体
験
の
計
画
を

立
て
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

今
年
は
、４
月
に
統一地
方
選
挙
、７
月
に

参
議
院
議
員
選
挙
、１０
月
に
消
費
税
率
の

改
定
お
よ
び
軽
減
税
率
の
実
施
が
そ
れ
ぞ

れ
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
選
挙
に
つ

い
て
、選
挙
権
年
齢
、被
選
挙
権
年
齢
、任

期
、衆
議
院
と
参
議
院
の
相
違
な
ど
、選
挙

制
度
に
関
わ
る
出
題
は
頻
出
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、４
月
や
７
月
の
選
挙（
仮
に

衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
も
実
施
さ
れ
た
場

合
に
は
、そ
の
選
挙
に
も
）の
選
挙
公
報
を

見
た
り
、投
票
会
場
に
受
験
生
本
人
も
同

伴
し
、実
体
験
を
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。参
議
院
議
員
選
挙
の
際
に
は
、比
例

代
表
選
挙（
政
党
名
ま
た
は
個
人
名
を
書

く
。衆
議
院
の
場
合
は
政
党
名
の
み
記
載
）

と
選
挙
区
選
挙（
個
人
名
を
記
載
。原
則
は

都
道
府
県
単
位
の
選
挙
区
）の
特
徴
を
親

御
さ
ん
が
教
え
な
が
ら
投
票
さ
れ
る
と
い

い
で
し
ょ
う
。小
学
生
に
と
っ
て
は
イ
メ
ー
ジ

が
も
ち
に
く
く
、理
解
し
に
く
い
政
治
や
選

挙
に
関
す
る
項
目
で
す
が
、実
体
験
を
す
る

こ
と
で
か
な
り
理
解
し
や
す
く
、記
憶
に
も

残
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

統
一
地
方
選
挙
も
参
議
院
議
員
選
挙
も

春
休
み
後
の
時
期
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
期
講
習
の
時
期
に
選
挙
制
度
や
国
会
・

内
閣
に
つ
い
て
、あ
ら
か
じ
め
学
習
を
進
め

て
お
く
と
、実
際
の
選
挙
に
関
す
る
理
解
や

定
着
も
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　

夏
休
み
や
冬
休
み
に
比
べ
る
と
、入
試
ま

で
時
間
が
あ
る
と
感
じ
や
す
い
春
休
み・春

期
講
習
に
お
い
て
は
、中
学
受
験
生
も
比
較

的
の
ん
び
り
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。受
験
勉

強
を
進
め
る
に
し
て
も
、算
数
や
国
語
は
受

講
を
し
て
も
社
会
は
受
講
さ
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、フ
リ
ス
テ

w
a
l
k
e
r
１
２
２
号
に
お
け
る
コ
ラ
ム

で
も
述
べ
ま
し
た
が
、学
校
に
よ
っ
て
は
社

会
の
入
試
科
目
の
配
点
が
算
数
や
国
語
と

同
等
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、最
近
の

社
会
入
試
は
短
期
間
の
付
け
焼
刃
的
な
暗

記
で
は
対
処
で
き
な
い
、継
続
的
で
着
実
な

学
習
が
実
を
結
ぶ
作
問
と
な
っ
て
い
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。入
試
で
社
会
を
使
お
う
と
考

え
て
い
る
が
、通
常
授
業
で
は
社
会
を
受
講

し
て
い
な
い
生
徒
さ
ん
の
場
合
は
特
に
、こ

の
春
期
講
習
と
い
う
機
会
を
活
か
し
て
、社

会
の
学
習
も
着
実
に
、効
率
良
く
、進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
で
学
習
を
進
め
る
受
験
生
も
い
ま
す
。他

方
、歴
史
に
興
味
の
な
い
受
験
生
に
と
っ
て

は
、歴
史
学
習
は
人
物
名
や
で
き
ご
と
の
名

称
、で
き
ご
と
の
年
号
を
た
だ
暗
記
す
る
も

の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
が
ち
で
す
。し

か
し
、基
本
的
な
人
物
名（
例
：
鑑
真
、親

鸞
）や
で
き
ご
と
の
名
称（
例
：
倭
寇
、寛

政
の
改
革
）は
漢
字
で
書
け
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

　

歴
史
に
興
味
が
あ
る
受
験
生
に
と
っ
て

も
、そ
う
で
は
な
い
受
験
生
に
と
っ
て
も
、重

要
な
の
は
時
代
の
大
き
な
流
れ
や
特
徴
、イ

メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
で
す
。例
え
ば
、江

戸
時
代
に
つ
い
て
で
あ
れ
ば
、征
夷
大
将
軍

１５
人
全
員
の
名
前
を
覚
え
る
必
要
は
な

く
、創
成
期（
徳
川
家
康・家
光
）、元
禄
期

（
綱
吉
）、改
革
期（
吉
宗
）、幕
末
期（
慶

喜
）、そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
背
景
や
特
徴
を
理

解
し
な
が
ら
、政
策
な
ど
の
事
柄
や
関
連
人

物
の
名
前
を
覚
え
て
い
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、各
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
た

め
に
は
、日
本
の
歴
史
に
関
す
る
学
習
マ
ン

ガ
や
中
学
生
用
の
日
本
史
図
録（
図
説　

写
真
や
図
表
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
カ

ラ
ー
版
の
書
籍
）を
活
用
す
る
こ
と
も
有
効

で
す
。中
学
校
に
よ
っ
て
は
写
真
や
絵
を
用

い
た
出
題
が
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。絵・写
真
と
全
く
同
じ
も
の
が
日
本
史

図
録
に
載
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

図
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
時
代
の
絵
や

写
真
で
も
目
に
す
る
可
能
性
が
高
い
も
の

で
す
。類
似
を
し
て
い
る
絵
や
写
真
を
以
前

に
見
た
こ
と
が
あ
る
と
問
題
が
解
き
や
す

春
期
講
習
で
総
復
習
と

弱
点
補
強
を

地
理
分
野

時
代
の
流
れ
や
特
徴
、

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む

歴
史
分
野

今
年
の
政
治
や
経
済
の
流
れ
に

関
心
を
持
つ

公
民
分
野

フリーステップ修学院教室チーフ　住本  正之

首都圏有名中学校入試分析
新小学6年生　社会「春休みの学習ポイント」新小学6年生　社会「春休みの学習ポイント」
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昨
年
は
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
足
立
佳
奈
さ
ん

に
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
生
と
し
て
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、今
年
は
足
立
さ
ん
の
明
る
く
、元
気
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
活
か
し
て
、フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
で
頑
張
る
生
徒

と
講
師
を「
応
援
す
る
」と
い
う
ス
ト
ー
リ
。日
々
の
授

業
風
景
か
ら
受
験
当
日
、受
験
合
格
に
到
る
ま
で
様
々

な
シ
ー
ン
で
足
立
さ
ん
が
登
場
。生
徒
と
講
師
が
二
人

三
脚
で
努
力
す
る
姿
を
常
に
見
守
る
心
温
ま
る
C
M

に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
撮
影
現
場
で
も
共
演
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
に
ま
で
細
か
く
気
遣
う
足
立
さ
ん
の
姿
を

見
て
、本
当
に「
応
援
す
る
」キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
適

任
だ
と
感
じ
ま
し
た
。長
時
間
の
撮
影
で
本
当
に
お
疲

れ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
を
微
塵
も
感
じ
さ
せ

ず
、最
後
ま
で
笑
顔
が
絶
え
な
い
撮
影
で
し
た
。

 

当
日
は
東
京
の
某
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
お
借
り
し

て
、ス
タ
ッ
フ
、エ
キ
ス
ト
ラ
含
め
総
勢
5
0
名
を
超
え

る
規
模
で
の
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。受
験
シ
ー
ン
や
合

格
発
表
の
シ
ー
ン
は
大
学
の
リ
ア
ル
な
風
景
で
撮
影
す

る
こ
と
が
で
き
、よ
り
臨
場
感
の
あ
る
内
容
で
し
た
。

驚
い
た
の
は
大
学
の
教
室
に
再
現
さ
れ
た「
フ
リ
ー
ス

テ
ッ
プ
の
教
室
」授
業
ブ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
、受
付
カ
ウ

ン
タ
ー
や
教
材
の
本
棚
ま
で
再
現
さ
れ
、ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
プ
ロ
の
仕
事
を
感
じ
ま
し
た
。

　
足
立
さ
ん
だ
け
で
な
く
、監
督
を
は
じ
め
、カ
メ
ラ
マ

ン
さ
ん
や
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
ま
で
皆
さ
ん
ほ
ん
と

に
明
る
く
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
撮
影
が
進
み
、そ
の

空
気
感
が
映
像
に
も
反
映
さ
れ
る
ほ
ど
の
一
体
感
が
あ

る
現
場
で
し
た
。「
よ
り
良
い
C
M
に
仕
上
げ
よ
う
」現

場
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
の
想
い
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、C
M
と

い
う
も
の
が
関
わ
る
人
全
員
で
仕
上
げ
る
一
つ
の「
作

品
」な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

足
立
佳
奈
さ
ん
が

み
ん
な
を
「
応
援
」

こ
の
Ｃ
Ｍ
を
通
じ
て

お
伝
え
し
た
い
事

み
ん
な
で
作
り
上
げ
る

一
つ
の
「
作
品
」

舞台裏
企画広報課　秋田 弥 

みんなの夢を「カナエール」

フリーステップ
テレビCM制作の

　
部
活
や
友
人
関
係
な
ど
、様
々
な
日
々
の
生
活
の
中

で「
勉
強
」と
い
う
の
は
学
生
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

「
課
題
」の
一
つ
。初
め
か
ら
う
ま
く
い
く
わ
け
も
な
く
、

毎
日
の
積
み
重
ね
と
失
敗
を
繰
り
返
し
て
よ
う
や
く
一

つ
の
結
果
に
む
す
び
つ
く
、そ
ん
な
大
変
な
道
の
り
で

す
。で
も
、そ
ん
な
大
変
な
道
の
り
も
必
ず
誰
か
の
支
え

が
あ
っ
て
、応
援
が
あ
っ
て
、自
分
が
あ
き
ら
め
な
け
れ

ば
必
ず
目
標
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
け
っ
し
て
一
人
じ
ゃ
な
い
」。フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
が
そ

ん
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
す
る
す
べ
て
の
生
徒
を
、さ
ら
に
そ

れ
を
支
え
る
ご
家
族
の
皆
さ
ん
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。

　「
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
に
通
う
す
べ
て
の
生
徒
の
夢
が
か

な
う
」よ
う「
応
援（
エ
ー
ル
）し
続
け
る
」塾
で
あ
る
た

め
、こ
れ
か
ら
も「
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
」も
一
緒
に
努
力
し

続
け
ま
す
。

　
今
回
の
C
M
撮
影
に
つ
い
て
は
メ
イ
キ
ン
グ
動
画
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
。当
日
の
雰
囲
気

を
見
て
み
た
い
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今年も足立佳奈さんをイメージキャラクターにお迎えし、テレビCMを制作しました。

個別指導学院フリーステップの
CM オリジナルソング

「私へ。」 ♪

⑤合格発表のハイタッチシーン⑥カナエールの撮影シーン

③受験シーンの撮影風景④授業風景の撮影シーン

②野外での登校の撮影シーン ①足立さんが講師と生徒を応援

　「
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
に
通
う
す
べ
て
の
生
徒

の
夢
を
か
な
え
た
い
。」そ
ん
な
想
い
を
伝
え

る
た
め
、今
年
の
テ
ー
マ
は「
カ
ナ
エ
ー
ル
」。

フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
で
頑
張
る
生
徒
と
講
師
を

応
援
す
る
素
敵
な
C
M
に
な
り
ま
し
た
。



□
勉
強
す
る
目
的
が
な
く
、や
る
気
が
起
き
な
い
。

□
目
標
が
曖
昧（
成
績
を
上
げ
た
い
と
思
う
だ
け
）

　
こ
れ
に
当
て
は
ま
っ
た
ら
タ
イ
プ
A

□
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
、勉
強
を
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。

□
苦
手
意
識
は
あ
る
け
れ
ど
、特
に
対
策
は
し
て
い
な
い
。

□
テ
ス
ト
や
模
試
は
受
け
て
終
わ
り（
返
却
後
に
復
習
を
し
な
い
）

　
こ
れ
に
当
て
は
ま
っ
た
ら
タ
イ
プ
B

□
家
で
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
し
ま
い
、勉
強
を
始
め
る
の
が
遅
れ
る
。そ
も
そ
も
勉
強
を
始
め
ら
れ
な
い
。

□
勉
強
し
て
い
て
も
近
く
に
あ
る
漫
画
や
ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム
に
手
が
伸
び
て
し
ま
う
。

　
こ
れ
に
当
て
は
ま
れ
ば
タ
イ
プ
C

□
勉
強
の
や
り
方
が
思
い
つ
か
ず
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
自
信
が
な
い
。

□
不
安
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
全
部
自
力
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

　
こ
れ
に
当
て
は
ま
れ
ば
タ
イ
プ
D

　
目
的
・
目
標
が
具
体
的
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、達
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
も
具

体
的
に
な
り
ま
す
。例
え
ば
志
望
校
を
決

め
た
と
す
る
と
、模
試
で
と
り
た
い
点
数

も
決
ま
り
ま
す
。具
体
的
な
点
数
が
決
ま

れ
ば
、今
の
自
分
の
点
数
と
比
較
し
て

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
に
集
中
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。来
月
の
定
期
テ
ス
ト

で
90
点
を
取
る
、な
ど
短
期
の
目
標
で
も
、

成
績
を
上
げ
る
た
め
に「
い
つ
ま
で
に
」と

「
ど
の
く
ら
い
」を
明
確
に
数
字
で
決
め
て

覚
え
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
す
。

　
成
績
が
伸
び
る
人
は
自
分
の
弱
点
を
把

握
し
て
い
ま
す
。そ
の
情
報
は
定
期
テ
ス

ト
や
模
試
の
結
果
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。テ
ス
ト
を
受
け
て
終
わ
り
に
す
る

の
で
は
な
く
、返
っ
て
き
た
成
績
か
ら
自

分
が
ど
の
教
科
・
分
野
が
苦
手
な
の
か
を

知
る
こ
と
で
初
め
て
成
績
を
上
げ
る
た
め

に
何
を
勉
強
す
る
か
計
画
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。苦
手
を
探

す
た
め
に
問
題
集
を
解
い
て
み
て
間
違
え

た
問
題
か
ら
分
析
す
る
の
も
良
い
で
す
。

自
分
の
苦
手
を
考
慮
し
た
自
分
で
立
て
た

計
画
を
も
と
に
勉
強
す
る
こ
と
が
ま
ず
は

必
要
で
す
。

　
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
、テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
、頻
繁
に
ス
マ
ホ
を
触
り
な
が
ら
、の
勉

強
で
は
頭
に
入
る
も
の
も
入
っ
て
き
ま
せ

ん
。机
の
周
り
に
ス
マ
ホ
な
ど
の
誘
惑
物

を
置
か
な
い
こ
と
や
テ
レ
ビ
の
音
が
聞
こ

え
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
自
分
か
ら
勉
強

す
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
、こ

う
し
た
習
慣
の
少
し
の
差
が
成
績
の
伸
び

に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。学
校
や
塾
・
予
備
校

の
自
習
室
を
利
用
し
て
自
分
の
家
と
場
所

を
変
え
る
こ
と
で
気
持
ち
を
切
り
替
え
て

勉
強
す
る
人
も
多
い
で
す
。

　
自
分
で
計
画
を
立
て
て
み
た
け
れ
ど
、

思
い
つ
く
勉
強
法
が
限
ら
れ
て
い
て
こ
れ

で
い
い
の
か
自
信
が
な
い
時
は
、人
に
頼
っ

て
み
る
こ
と
も
一
つ
の
手
で
す
。立
て
た
計

画
を
学
校
や
塾
の
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
っ
て
応
援
し
て
も
ら
う
こ
と
で
達
成

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
を
後
押
し
し

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。志
望
校
に

合
格
し
た
先
輩
が
や
っ
て
い
た
勉
強
法
を

聞
い
て
真
似
し
た
り
、目
標
が
似
て
い
る

友
達
と
勉
強
法
を
共
有
し
た
り
す
る
と
一

人
で
勉
強
す
る
よ
り
飽
き
の
来
な
い
勉
強

が
で
き
る
は
ず
で
す
。受
験
に
合
格
す
る

人
は
志
望
校
の
入
試
の
傾
向
や
得
点
率
も

自
分
で
調
べ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、情
報

を
集
め
る
習
慣
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
は
ど
の
タ

イ
プ
に
当
て
は
ま
り
ま
す
か
？
そ
し
て

通
っ
て
い
る
教
室
の
学
習
プ
ラ
ン
ナ
ー
か

ら
も
同
じ
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
成
績
を
上
げ
た
い
人
、伸
び
悩
ん
で

い
る
人
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
意
識
し
て
実

践
し
習
慣
づ
け
る
こ
と
で
勉
強
の
や
り
方

も
成
績
も
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
！

　成績を上げたいのに上げられない、むしろ下がってしまう人に
は共通する特徴があります。それと同様に、成績を上げられる人
にも共通の特徴があります。
　今回は皆さんの先輩である代ゼミサテライン予備校大学受験
専門館、松尾フェローから成績を上げるための方法をご紹介して
もらいます。

代ゼミサテライン予備校西宮北口教室
フェロー　松尾 美里

タ
イ
プ
A

勉
強
す
る
目
的
を
つ
く
る

タ
イ
プ
B

自
己
分
析
し
て
改
善
策
を
考
え
る

タ
イ
プ
C

集
中
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

タ
イ
プ
D

情
報
を
集
め
る

成績が伸びる人はやっている！解決法

成績が伸びない人の特徴リスト

代ゼミサテライン講座
成績が上がる人・合格する人の共通点

おすすめ！ VOL.6

　
次
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
項
目
と
自
分
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

自
分
の
勉
強
に
対
す
る
良
い
と
こ
ろ
と
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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阪神タイガースＶＳ横浜DeNAベイスターズ戦

フリーステップＤａｙ
2019年5月5日(日・祝)

　

来
る
5
月
5
日(

日
・
祝)

に
阪

神
甲
子
園
球
場
に
て
実
施
さ
れ
ま

す
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
ｖ
ｓ
横
浜

D
e
N
A
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
」
戦

を
、
個
別
指
導
学
院
フ
リ
ー
ス

テ
ッ
プ
D
a
y
と
し
て
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
球
場
入
口
付
近
に
横

断
幕
が
設
置
さ
れ
た
り
、
球
場
周

り
に
は
の
ぼ
り
が
セ
ッ
ト
さ
れ
る

の
で
、
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
一
色
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
入
場
者
に
は
、
フ
リ
ー
ス

テ
ッ
プ
・
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

そ
し
て
な
ん
と
、
フ
リ
ー
ス

テ
ッ
プ　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
足
立
佳
奈
さ
ん
に
よ
る
始

球
式
で
試
合
が
始
ま
り
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
・S

o
p

h
ia

・

開
成
教
育
セ
ミ
ナ
ー
に
在
籍
し
て

い
る
塾
生
２
０
０
組
４
０
０
名
様

を
抽
選
で
試
合
観
戦
に
ご
招
待
い

た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
学
生
限
定
で
試
合

途
中
に
実
施
さ
れ
ま
す
「
キ
ー
太

と
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
に
３
名
様

を
ご
招
待
！

　

普
段
な
か
な
か
降
り
る
こ
と
が

で
き
な
い
グ
ラ
ン
ド
内
に
て
、
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
キ
ー
太
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
が
で
き
る
の
で
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
当
日
の
試
合
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

  

企
画
広
報
課　

秋
田
弥

応
募
方
法
に
つ
い
て
は

配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す

「
甲
子
園
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ

D
a
y
の
ご
案
内
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

開成教育グループ塾生200組400名様を 抽選でフリーステップDayへご招待！

足立佳奈さん
による始球式！
足立佳奈さん
による始球式！
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※写真は、2018年実施の様子
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開
成
教
育
グ
ル
ー
プ
　
入
試
情
報
室

こ
ん
に
ち
は
。
藤
山
で
す
。
教
育
に
関
す
る
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
諸
外
国
の
学
校
制
度
に
つ
い
て
お
送
り
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
藤
山
で
す
。
教
育
に
関
す
る
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
諸
外
国
の
学
校
制
度
に
つ
い
て
お
送
り
し
ま
す
。

〈最終学歴〉
大阪大学　
人間科学研究科博士前期課程修了
人間科学修士（教育学）

〈所属学会〉
・日本教育学会・日本教育工学会・教育心理学会 

藤山正彦先生

保護者向け

藤
山
正
彦
の

諸外国の学校制度①
　

イ
ギ
リ
ス
の
小
学
校
は
5
歳
か
ら
始
ま
り

ま
す
。16
歳
ま
で
の
11
年
間
が
義
務
教
育
で

す
。
11
歳
か
ら
モ
ダ
ン
ス
ク
ー
ル
や
グ
ラ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
と
い
う
進
学
校
に
進
む
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
公
立
の
総
合
制
中

等
学
校
に
入
学
し
5
年
間
過
ご
し
ま
す
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

は
少
し
違
い
ま
す
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は

16
歳
の
時
に
統
一
学
力
試
験
を
受
験
し
、
大

学
進
学
を
希
望
す
れ
ば
、
2
年
間
の
「six 

form
(

第
6
学
年)

」
と
い
う
期
間
を
経
て
、

大
学
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の

「six 　

form

」は
、
中
等
学
校
の
中
に
あ
り
、

（
つ
ま
り
新
た
な
学
校
に
入
学
す
る
の
で
は

な
く
）補
習
科
の
よ
う
な
扱
い
で
す
が
、制
服

を
着
な
く
て
も
良
い
、
自
分
で
大
学
入
試
に

必
要
な
授
業
だ
け
選
ぶ
（
た
と
え
ば
3
科
目

だ
け
と
か
）
の
で
、
時
間
割
は
す
か
す
か
で

自
由
度
が
高
い
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。

学
校
に
よ
っ
て
はsix form

の
生
徒
し
か
入

れ
な
い
エ
リ
ア
が
あ
る
な
ど
V
I
P
感
を
味

わ
え
る
そ
う
で
す
が
、
実
は
課
題
が
大
量
に

出
る
の
で
大
変
な
の
だ
そ
う
で
す
。そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
ご
と
の
資
格
試
験
を
毎
年

の
よ
う
に
受
験
し
、
そ
の
成
績
で
入
学
で
き

る
大
学
が
決
ま
り
ま
す
。オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
よ
う
な
超
一
流
校
で
は

5
教
科
必
要
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学
で

は
3
教
科
で
判
定
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
も
大
学
ご
と
に
入
試
が
行
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
ス
コ
ア
と
入
学

し
た
い
大
学
を
第
５
希
望
ま
で
書
い
た
も
の

を
、
ユ
ー
カ
ス(U

CA
S ｢U

niversities &
 

Colleges A
dm
issions Service

」
の
略)

と
呼
ば
れ
る
機
関
に
提
出
し
、
希
望
順
で
判

定
し
て
も
ら
う
と
い
う
仕
掛
け
で
す
。

　

1
9
8
7
年
ま
で
大
学
の
授
業
料
は
無

料
で
し
た
が
、
そ
の
後
段
階
的
に
値
上
が
り

し
、
2
0
1
6
年
に
は
国
立
大
学
で
も
年
間

1
3
0
万
円
程
度
と
日
本
よ
り
高
額
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、
政
府
か

ら
支
給
さ
れ
る
ロ
ー
ン
（
貸
与
型
奨
学
金
）

で
学
費
を
全
額
払
う
の
で
、
生
徒
・
保
護
者

が
負
担
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。貸
与

型
で
す
か
ら
返
済
義
務
は
あ
る
は
ず
で
す

が
、
年
収
が
2
1
0
0
0
ポ
ン
ド
（
約

2
9
0
万
円
）
に
な
る
ま
で
は
返
済
義
務
が

無
く
、
年
収
が
そ
の
基
準
を
超
え
た
場
合
で

も
超
え
た
金
額
の
9
%
を
支
払
う
だ
け
で

良
く
、
し
か
も
卒
業
後
30
年
で
返
済
義
務
が

無
く
な
る
と
い
う
制
度
で
す
か
ら
全
額
返

済
す
る
卒
業
生
は
1/4
に
も
満
た
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
お
か
け
で
、
大
学
進

学
率
は
2
0
1
0
年
の
41
%
か
ら

2
0
1
5
年
の
62
.
7
%
と
む
し
ろ
上
昇

し
て
い
ま
す
。

〈
次
号
は
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
す
。〉

　

2
0
2
1
年
の
1
月
か
ら
は
大
学
入
試
の

シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
更
に
な
り
ま
す
。こ

こ
50
年
ほ
ど
の
間
に
も
大
学
ご
と
に
行
わ
れ

て
い
た
学
力
試
験
（
国
立
で
は
1
期
校　

2

期
校
と
呼
ん
で
い
た
）
か
ら
、「
共
通
一
次
試

験
」
の
よ
う
に
全
国
統
一
の
学
力
検
査
と
学

校
毎
に
行
わ
れ
る
2
次
試
験
の
併
用
、「
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
と
名
前
を
変
え
つ
つ
、

問
題
は
同
一
で
あ
る
が
、
科
目
の
選
択
を
大

学
ご
と
に
変
え
る
と
い
っ
た
変
遷
を
経
て
き

ま
し
た
。し
か
し
、
今
回
の
変
更
は
、
記
述
問

題
の
導
入
や
英
語
の
民
間
資
格（
検
定
）、e-

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
学
力
検
査
以
外
の
要

素
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
点
で
も
大
き
な
変

更
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
諸
外
国
で
は
大
学

入
学
に
関
わ
る
制
度
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。と
い
う
わ
け
で
こ
れ

か
ら
２
号
に
わ
た
っ
て
諸
外
国
の
学
校
制
度

と
入
試（
お
も
に
大
学
入
試
）や
学
費
に
つ
い

て
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
は
日
本
と
同
じ
で
義
務
教
育
は
6

歳
か
ら
15
歳
の
9
年
間
で
す
が
、
10
歳
で
大

き
く
進
路
が
分
れ
ま
す
。正
確
に
は
10
歳
か

ら
12
歳
の
2
年
間
に
は
移
動
す
る
事
も
可
能

で
す
が
、
大
学
に
進
む
の
で
あ
れ
ば
8
年
制

の「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
」（
G
8
）に
進
み
、
ギ
リ

シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
・
ヘ
ブ
ラ
イ
語
な
ど
の

古
典
語
や
、
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
の
近

代
語
、理
数
系
の
教
科
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。

卒
業
時
に「
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
」
と
い
う
試
験
を

受
験
し
、基
準
を
超
え
て
い
れ
ば
、ド
イ
ツ
国

内
の
大
学
の
ど
こ
で
も
入
学
す
る
事
が
可
能

に
な
り
ま
す
。か
つ
て
、大
学
入
試
は
大
学
ご

と
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
試
験
に

合
格
す
れ
ば
、
ど
の
大
学
で
も
入
学
で
き
る

と
い
う
の
が
原
則
で
し
た
が
、
一
部
の
人
気

の
あ
る
学
部（
医
学
部
な
ど
）で
は
、
試
験
の

点
数
や
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
最
後
の
2
年
間
の
成

績
な
ど
で
入
学
許
可
の
優
先
順
位
が
決
ま

る
と
い
っ
た
選
考
も
あ
り
ま
す
。但
し
、
こ
の

試
験
は
一
生
で
２
回
ま
で
し
か
受
験
で
き
な

い
の
で
、
そ
の
前
の
段
階
で
落
第
を
選
択
す

る
生
徒
も
い
ま
す
。

　

10
歳
の
時
点
で
高
等
教
育
を
希
望
し
な
い

か
、
も
し
く
は
志
願
で
き
る
だ
け
の
学
力
を

持
た
な
い
学
生
は
、
基
礎
学
校
を
卒
業
し
て

の
ち
、
2
年
間
の
観
察
指
導
段
階
を
終
え
た

ら
労
働
者
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
ま
す
。こ

の
進
路
を
選
ん
だ
場
合
は
、「
基
幹
学
校

(H
auptschule)

」
お
よ
び
「
実
科
学
校

(Realschule)

」
と
呼
ば
れ
る
教
育
課
程
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
場
合
が
殆
ど
で
す

が
、基
幹
学
校
か
ら
は
職
業
学
校
へ
、実
科
学

校
か
ら
は
3
年
制
の
専
門
大
学
に
進
む
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

日
本
と
同
じ
よ
う
に
進
学
や
就
職
を
18
歳

の
時
点
で
決
め
る
事
が
出
来
る
総
合
制
学

校
（
私
立
学
校
）
に
6
歳
か
ら
進
む
子
ど
も

も
い
ま
す
。

　

因
み
に
ド
イ
ツ
の
大
学
進
学
率
は

2
0
0
1
年
に
は
24
.
8
％
と
先
進
国
で
は

最
低
レ
ベ
ル
で
し
た
が
、
事
務
系
の
知
識
や

技
能
習
得
を
目
的
と
し
た
職
業
大
学
の
大

幅
拡
充
と
授
業
料
無
料
政
策
（
例
え
ば
州
立

ボ
ン
大
学
で
は
学
生
バ
ス
代
と
学
生
福
祉
会

経
費
の
年
間
8
万
円
弱
の
負
担
の
み
）
の
た

め
、
2
0
1
5
年
に
は
51
.
4
%
と
急
上
昇

し
て
い
ま
す
。し
か
も
奨
学
金
制
度
も
充
実

し
て
お
り
、
所
得
に
よ
る
減
額
は
あ
り
ま
す

が
自
宅
生
で
最
高
で
年
間
69
.
2
万
円
、
自

宅
外
生
で
最
高
年
間
97
.
8
万
円
が
支
給

さ
れ
、半
額
は
給
付
で
す
。つ
ま
り
残
り
の
半

額
し
か
返
還
の
義
務
が
無
く
、
そ
の
利
息
も

か
か
り
ま
せ
ん
。
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■
お
す
す
め
！
代
ゼ
ミ
サ
テ
ラ
イ
ン
講
座

・「
代
ゼ
ミ
サ
テ
ラ
イ
ン
講
座
」は
、各
教
科
の
講
師
の
方
々
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
面
白
か
っ
た
で
す
。さ
す
が
受
験
の
プ
ロ
と
い

う
感
じ
で
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
和
泉
府
中
駅
前
教
室
）

・
サ
テ
ラ
イ
ン
講
座
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
て
、夢
の
中
で
生
き
る

な
、現
実
の
中
で
生
き
ろ
、は
い
い
表
現
で
心
に
残
り
ま
し
た
。

（
河
内
国
分
教
室
）

■
２
０
１
８
年
12
月
受
験
直
前
の
重
要
ポ
イ
ン
ト

・
12
月
受
験
直
前
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
読
ん
で
、少
し
の
息
抜
き

は
大
事
な
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。（
河
内
国
分
教
室
）

■
教
科（
科
目
）が
変
わ
る
？

・「
教
科
が
変
わ
る
？
」現
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
は
、よ
り
細

分
化
、実
用
化
さ
れ
た
知
識
、思
考
力
を
問
わ
れ
る
の
だ
な…

と

思
い
ま
し
た
。AI
に
負
け
な
い
人
間
力
が
し
っ
か
り
つ
け
ら
れ
れ

ば…

と
願
う
ば
か
り
で
す
。（
高
槻
北
教
室
）

・「
教
科（
科
目
）が
変
わ
る
？
」が
面
白
か
っ
た
で
す
。地
理
が
軽

視
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
な
の
で
、今
後
の
動
き
に
期
待
し
て
い

ま
す
。（
阪
急
茨
木
教
室
）

■
受
験
生
の
心
得

・
受
験
生
の
心
得
、読
み
ま
し
た
。私
の
子
ど
も
に
も
話
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。無
理
、無
駄
、無
茶
。（
JR
吹
田
教
室
）

・
受
験
生
の
心
得
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。持
ち
物
リ
ス

ト
の
所
は
保
存
で
き
る
様
カ
ー
ド
に
し
て
み
た
い
で
す
。

（
忍
ヶ
丘
教
室
）

・
受
験
生
の
心
得
１
年
先
で
す
が
、今
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
準
備
に

つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。（
香
芝
教
室
）

・
受
験
生
の
心
得
を
読
ん
で
、来
年
う
ち
の
子
が
受
験
の
学
年
に

な
る
の
で
、参
考
に
し
た
い
と
思
う
。（
高
石
駅
前
教
室
）

・
受
験
生
の
心
得
を
子
ど
も
に
読
ま
せ
て
準
備
万
全
で
入
試
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。（
宮
山
台
教
室
）

・「
受
験
生
の
心
得
」本
人
も
家
族
も
入
試
直
前
の
過
ご
し
方
や

対
応
を
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、こ
れ
ま
で
の
学
習
が
無

駄
に
な
ら
な
い
よ
う
今
か
ら
心
得
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
勝
瑞
教
室
）

・「
受
験
生
の
心
得
」は
、受
験
生
に
な
っ
た
時
に
ま
た
読
み
返
し

た
い
と
思
い
ま
す
。快
眠
の
ス
ス
メ
は
日
常
生
活
で
も
生
か
し

た
い
で
す
。（
武
庫
之
荘
教
室
）

・
子
ど
も
が
受
験
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
受
験
生
の
心
得
」を

我
が
子
に
置
き
か
え
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。保
護
者

と
し
て
分
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
事
も
、案
外
忘
れ
て
い
た

項
目
も
あ
り
、大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
。（
御
幣
島
教
室
）

・
受
験
生
の
心
得
を
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。最
後
の
追
い
込

み
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
が
、ま
ず
は
体
調
管
理
を
行
い
、最
後

ま
で
全
力
を
出
し
切
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。（
南
草
津
教
室
）

・「
受
験
生
の
心
得
」は
と
て
も
参
考
に
な
り
、子
ど
も
に
も
よ
く

読
む
よ
う
に
伝
え
ま
し
た
。親
と
し
て
健
康
管
理
の
大
切
さ
は

痛
感
し
て
い
ま
す
。（
長
浜
教
室
）

■
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
の
向
こ
う
側

・
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
の
向
こ
う
側
を
読
ん
で
。今
、学
ん
で
い
る
事

は
必
ず
自
分
の
将
来
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
夢
と
希
望

を
持
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。（
富
田
林
教
室
）

・
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
の
向
こ
う
側
の
感
想　

同
じ
教
室
を
卒
塾
さ

れ
た
先
輩
の
記
事
で
し
た
の
で
、目
標
を
も
っ
て
努
力
さ
れ
た
姿

に
感
心
し
ま
し
た
。（
貴
生
川
駅
前
教
室
）

・
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
の
向
こ
う
側　

学
生
、講
師
、社
会
人
と
そ
れ

ぞ
れ
の
時
の
事
、気
持
ち
の
変
化
が
わ
か
り
、み
ん
な
が
た
ど
っ

て
い
く
道
だ
と
思
い
ま
し
た
。「
何
事
も
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。」と
い
う
言
葉
は
本
当
だ
と
思
い
ま
す
。

（
千
里
山
田
教
室
）

・『
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
の
卒
塾
生
の
今
を
ご
紹
介
！
』の
ペ
ー
ジ
を

と
て
も
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。フ
リ
ー
ス
テ
ッ

プ
の
生
徒
か
ら
講
師
に
な
ら
れ
て
、小
学
校
の
教
員
に
な
ら
れ

た
先
生
の
お
話
が
心
に
残
り
ま
し
た
。（
千
里
丘
教
室
）

・「
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
の
向
こ
う
側
」を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、上

山
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、何
事
も
続
け

る
こ
と
が
大
切
、夢
に
む
か
っ
て
粘
り
強
く
努
力
を
し
続
け
て
ほ

と
、説
得
力
あ
り
ま
し
た
。子
ど
も
の
一
番
の
理
解
者
と
な
り
寄

り
添
っ
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。（
阪
急
伊
丹
教
室
）

・
藤
山
先
生
の
ぷ
ち
教
育
学
、勉
強
に
な
り
ま
す
。思
春
期
で
難

し
い
年
頃
で
す
が
少
し
で
も
気
持
ち
が
わ
か
っ
て
あ
げ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。（
日
生
中
央
教
室
）

・
ぷ
ち
教
育
学
を
読
ん
で
、寄
り
添
う
と
い
う
慰
め
方
が
、一
番
い

い
と
知
り
、子
ど
も
に
そ
う
接
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
十
三
駅
前
教
室
）

・
ぷ
ち
教
育
学「
教
科
」の
成
立
。う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
す

ご
く
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。（
膳
所
駅
前
教
室
）

■
皆
様
か
ら
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。毎
回
楽
し
み
に
拝
見
し
て
い

ま
す
。今
後
の
参
考
に
し
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

（
小
野
原
教
室
）

■
全
体
の
感
想

・「
大
学
の
資
産
ラ
ン
キ
ン
グ
」そ
の
よ
う
な
視
点
で
、大
学
を
み

る
と
お
も
し
ろ
い
で
す
。「
理
学
部
」や「
理
工
学
部
」「
工
学
部
」

の
違
い
な
ど
、興
味
が
あ
り
ま
し
た
。（
日
生
中
央
教
室
）

・
目
標
の
大
学
生
の
座
談
会
や
、フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
の
向
こ
う
側

の
ペ
ー
ジ
は
、フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
卒
塾
生
の
今
が
わ
か
り
、息
子

も
ま
た1

つ
前
向
き
に
な
り
ま
し
た
。（
河
内
国
分
教
室
）

・
今
回
の
教
科
が
変
わ
る
か
も
と
い
う
記
事
な
ど
、学
校
等
で
聞

く
前
に
情
報
が
知
れ
て
、た
め
に
な
り
ま
す
。

（
和
泉
府
中
駅
前
教
室
）

・
成
績
UP
し
て
FS
の
広
告
に
載
り
た
い
な
ぁ
〜
と
息
子
が
言
っ
て

ま
し
た
。「
受
験
生
の
心
得
」受
験
ま
で
１
年
以
上
あ
り
ま
す
が

今
か
ら
実
践
で
き
る
の
で
い
い
と
思
い
ま
し
た
。（
粟
生
教
室
）

し
い
と
思
い
ま
し
た
。（
南
草
津
教
室
）

■
大
学
の
資
産
ラ
ン
キ
ン
グ

・
大
学
資
産
ラ
ン
キ
ン
グ
と
い
う
も
の
を
目
に
す
る
事
が
な
か
っ

た
の
で
、違
っ
た
視
点
の
見
方
が
で
き
、お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

（
逆
瀬
川
教
室
）

・〈
大
学
の
資
産
ラ
ン
キ
ン
グ
〉を
読
ん
で…

。国
公
立
大
学（
地

方
）も
今
は
と
て
も
設
備
が
整
っ
て
い
て
充
実
し
て
き
て
い
る
ん

で
す
ね
。私
立
大
学
の
近
畿
大
学
、す
ご
い
で
す
ね
。自
分
が
学

生
の
時
と
は
大
違
い
で
す
。（
光
明
池
教
室
）

・
大
学
の
資
産
ラ
ン
キ
ン
グ　

難
易
度
だ
け
で
な
く
、大
学
の
持

つ
環
境
に
も
目
を
向
け
て
志
望
校
を
選
択
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。（
香
芝
教
室
）

・
大
学
資
産
ラ
ン
キ
ン
グ
興
味
が
あ
り
読
ん
で
み
ま
し
た
。新
し

い
学
部
の
設
置
や
施
設
の
充
実
は
子
ど
も
が
学
校
を
選
ぶ
選
択

肢
も
ふ
え
る
の
で
そ
の
よ
う
な
見
方
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。（
宮
山
台
教
室
）

・「
大
学
の
資
産
ラ
ン
キ
ン
グ
」を
読
ん
で
。興
味
深
く
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
学
生
活
に
あ
こ
が
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
新
田
辺
教
室
）

■
学
部
座
談
会（
理
学
部
＆
工
学
部
＆
理
工
学
部
）

・「
学
部
座
談
会
」（
理
系
に
限
ら
ず
）学
問
を
究
め
る
上
で
英
語

と
国
語
力
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
の
は
本
当
に
同
感
。特
に
論

文
な
ど
は
、徹
底
し
て
文
章
や
言
葉
の
つ
か
い
方
、句
読
点
の
位

置
ま
で
直
さ
れ
る
の
で
、中
高
生
の
間
に
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て

お
く
べ
き
と
思
う
。（
明
石
大
久
保
教
室
）

・「
学
部
座
談
会
」と
て
も
興
味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。文
系
・
理

系
コ
ー
ス
、選
択
の
際
の
ア
ド
バ
イ
ス
、な
ど
が
知
り
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
大
学
に
こ
ん
な
学
部
が
あ
る
な
ど…

将
来
的
に
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
甲
東
園
教
室
）

・
学
部
座
談
会
が
と
て
も
興
味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。子
ど
も
が

工
学
部
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
、子
ど
も
に
も
読
ま
せ
ま
し

た
。（
六
地
蔵
教
室
）

■
ぷ
ち
教
育
学

・
ぷ
ち
教
育
学
、毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。今
回
の
最
新
の

研
究
よ
り
、と
の
こ
と
で
、効
果
的
な
慰
め
が
、「
寄
り
添
う
」こ
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